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研究の概要
立体の意味理解 とは,立体の面の形.面と面の関係.頂点,辺,面の数を調べ,それぞ
れの立体の名称 と結び付けていくだけではない.展開図や表面額の求め方.真正面 ･真上
から見た図などについて考える中で,面の関係や形.辺の長さなどの理解を深めていく｡
それだけに,展開図の指導では,展開図がかければいい,立体が正 しく作れたらいいと技
能面ばか りを考えるのではなく,子どもがどれだけ面や辺,頂点といった立体の構成要素
に目を向けて展開図を考えることが大切である｡
そこで本研究では, ｢三角柱の展開図｣の相可を通 して,立体の意味理解を深めるため
にはどのような井数的活動が有効であるかを凍 っていく｡
1 研究の目的と方法
展開図の指導において,展開図がかけれ
ばいい,展開図をもとに正確に立体 が作
れたらお しまいということになってはいな
いだろうか｡展開図をかいてい く中で子
どもは, ｢立体を切り開いていくとどんな
形になるのだろうか｡｣,｢本当に自分が
かいた図は,作ろうとする立休になるのだ
ろうか｡｣と考えるにちがいない｡立休を
開いた形を考えることと,開いた形を念頭
で組み立てることの2つの活動を通 して,
子どもは立体の面や辺などの構成要素に若
目し,立体の意味理解を深めていくことが
できると考える｡
そのためには,展開図はどのような形に
なるのか,本当に温み立て られるのかを子
どもが繰 り返 し考えていけるような井故的
活動を工夫することが大切である｡
そこで本研究では,6年 ｢立体｣,三角
柱の展開図に焦点を当て,授業実践を通 し
て,立体の意味理解を深めるためにはどの
ような井数的活動が有効であるかを探 って
いくことにする｡
2 研究の内容
立体の意味理解では,ただ単に立体の名
前が分かる,面の形や数が分かるだけでな
く,その立体が面,辺,頂点によってどの
ように構成されているかを理解することが
大切である｡
そこで,子どもが三角柱の展開図を考え
えながら立体の意味理解を深めていけるよ
うにするためには,次のような井数的活動
が有効であると考える｡
(1)思考実験的な井数的活動の工夫
三角柱を開 くとどんな形になるのか,か
いた図は本当に三角柱になるのかを考えな
がら展開図をかいていけるように,三角柱
の立体模型を一人一人に用意 し,それを見
ながら白紙の紙に多様に展開図をか く活動
にする｡
(2)話 し合いの鳩での井数的活動の工夫
子どもが考えた展開図については,紹介
し合 うだけでなく, ｢組み立てたときに琉
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点アと重なる頂点はどの頂点か,辺アイと
重なる辺はどの辺か｡｣などと重なり合 う
頂点どうLや辺どうLについて考える活動
を取 り入れる｡ これにより,三角柱の面.
辺,頂点といった構成要紫に目を向け,立
体を構成的に見ることができるようにする｡
3 授業の央無
く1)単元目標
･ 日常空間の中にある事物か ら柱体や錐体
を見つけたり,進んで立体の性質を活用 し
て展開図をかいたり,表面顎を求めたりし
ようとする｡
･ 立体の性質を活用 して多様に展開図を考
えたり,手際よい表面積の求め方を考えた
りすることができる｡
･ 正 しく.展開図や正面図 ･真上から見た
図をかいたり,表面額を求めたりすること
ができる｡
･ 立体の面の数や形,関係,辺や頂点の数
など調べたり構成要素に君目して展開図を
かいたり,表面積を求めたりなどする中で,
立体の意味を理解することができる｡
(2)指導計画
第 1時 立体には,先がとがった形や柱の
ような形があることをらえ,単元
の課題をつかむ｡
第 2時 柱体の面,辺,頂点に着目して面
の形,関係,故や辺の関係,数や
頂点の数を調べる｡
第 3時 三角柱の展開図を多様に考える｡
第4時 三角柱の表面積の求め方を考える｡
第 5時 円柱の展開図を考えたり,表面額
の求め方を考えたりする｡
第 6時 錐体の面,辺,風車を調べたり.展
開図や表面積の求め方について考
えたりする｡
第 7時 立体の正面図,真上か ら見た図に
ついて考える｡
(3)本時目標
○ 三角柱の模型を見ながら換 り返 し展開図
をかいたり,かいた展開図を念頭で鼠み立
てたりする活動を通 して,三角柱の面,辺
頂点といった構成要素に目を向けて三角柱
の意味をとらえることができる｡
(4)本時の展開
① 同腹を知 L),本時の課題をつむ.
｢三角柱は,どんな形の面で作 られてい
るかな｡｣と問いかけると ｢底面は,三角
形で側面は長方形です｡｣とす ぐに答えが
返ってきた｡そこで, ｢それでは,展開図
の形はとんfit形を組み合わせればよいかなD｣
とさらに問いかけると ｢三角形 と長方形を
組み合わせれば展開図がつ くれます｡｣と
答えが返 ってきたので,下の図のような展
開図を提示 し, ｢このように阻み合わせれ
ばいいんだね｡｣と尋ねると,
年
子どもたちは ｢それはだめ,作れない｡｣
｢底面が逆になってる｡｣, ｢辺の長さが
合わない｡｣などとと口々に言 ってきたo
そこで, ｢決まった組み合わせが 1つだ
けあるということかな｡｣と尋ねると ｢1
つ じゃないけれど,どの面とどの面がつな
がるかを考えないといけないと思います｡｣
と発言 してきたので, ｢君たちは,三角柱
にが作れる展開図をいくつか作れそうだと
言 うんだね｡｣と子どもたちの気持ちをあ
おったところで,本時のめあてを ｢三角柱
- 24 -
の展開図をいろいろ考えよう｣と決めて
いった｡
② 三角柱の展開図をいろいろ考える.
指導のポイント
(7思考実験的Tit井敬的活動の工夫
○ 三角柱を開 くとどんな形になるのか,か
いた図は本当に三角柱になるのかを換 り適
し考えていけるように.三角柱の立体模型
を一人一人に用意 し,白紙の細三に多様に三
角柱の展開図をか く活動にする｡
三角柱の模型と白紙の紙を手に した子ど
もは,どこから開 こうかと三角柱の模型を
見つめながら考え,底面の三角形か らかき.
三角形のそれぞれの辺に側面の長方形をか
きたしたり,側面の長方形を3つつなげて
かき,それに,2つの底面を付けた したり
しながら.展開図をかいていった｡そして,
できた展開図を見なが ら手を動か したり,
首を縦横に振 ったりして頭の中で三角柱を
組み立てていき, ｢よし,できたcJ ｢こ
れなら作れるC｣ と多 くの子どもが図 1の
ような2つの展開図をかいていった｡
図1の展開図に気づいた子どもは,他の
展開図はないかとあれこれと紙にかいてい
たが,やがて,図2のような展開図をかき.
(図 1)
(図2)
詞
図2のような
変則的な展開図
見つけた子ども
は, ｢底面 (三
角形)と側面
(長方形)をこ
んなに温み合わ
せれば底面が平
行になる｡｣,
｢まだまだたく
さん くみあわせ
はあるよ｡｣などとつぶやきながら,辺の
長さや面のつながりを頭の中で考えては,
次々と三角柱の展開図を見つけていった｡
③ 見つけた展開国について話し合 う.
指串のポイント
q話 し合いの場での算数的活動の工夫
○三角柱を面や辺などに砦 目して立休を構
成的に見ることができるように,黒板で紹
介された展開図については,どの辺 とどの
辺が重なり合 うかなどについて考える活動
を取 り入れる｡
三角柱のいろいろな展開図を見つけた子
どもは,黒板に長方形 (側面用カー ド)三
角形 (底面用カー ド)を貼 って自分が見つ
けた展開図を下の図のように示 し,次のよ
うに説明 し,考えていった｡
その展開図を見ながら,頭の中で組み立て
ようと手を動か したり,首を振 ったりして
｢あっ, これも展開図になる｡｣と新 しい
展開図を見つけだ していった｡
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C 三角形イオカを底面 と して2つの長方形
7イカキとイウエオを立て,上か らもう一つの
底面 と側面を下 ろ してると三角柱がで
きます｡
T 三角形7キコを下になる底面 として頭の
中で組み立てることができるかな｡や
ってみま しょう｡
子どもは,黒板の展開図を見つめなが ら
三角柱を組み立てようとする様子が,やは
り手や頭の動 きか ら伝わ ってきた｡
T できた人
C (ほとんど挙手)
T それでは,本当にできたか どうかを確
かめることに します｡辺 ウ工と重なる
辺はどの辺で しょう｡
(辺 ウ工に赤線を引 く)
子どもたちの目は三角柱に一斉に集中 し
手や頭が小 さく動 き始め,間もなく多 くの
子 もが手を挙げてきた｡
C 辺 アコです｡ (一斉に拍手 )
C もっと難 しいのを出 して
このように,子 どもが見つけた展開図に
ついて,それぞれ琉点や辺の重 なりを尋ね
ていったが, どの展開図で も頑の中で組み
立てていき,重なり合 う頂点や辺を言い当
てていくことができた｡
4 研究のまとめ
三角柱の立体模型を一人一人に用意 し,
白紙の紙に多様に三角柱の展開図をか く活
動は,子 ともが念頭で三角柱の展開図を繰
り返 し鼠み立て可能かどうかを見直 してい
くことが有効であった｡
また,見つけた展開図を紹介 し合 う場面
でどの頂点, どの辺が重なり合 うかを考え
る活動は,子 どもが手や頑を動か しなが ら
三角柱を念頭で構成 していく様子が見 られ
たことか ら三角柱を構成的に見ることに有
効であったと考えている｡
(平成 13年 5月 12日受理)
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